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1. はじめに 

近年，GIS（地理情報システム）を用いた解析があら

ゆる方面で使用されるようになってきた．その場合の

位置データの収集方法として，市販の数値地図や航空

写真などによるデータから収集するのが一般的である． 
本研究では手軽な GPS 測量機器である携帯型（ハン

ディ）GPS を用いて，空間情報での GIS(地理情報シス

テム)のデータに用いる場合，どの程度の再現性が得ら

れるかについて，RTK-GPS 機器との測量結果と比較検

討して考察した． 
  
2. 携帯型 GPS による地形解析 
本研究に用いたハンデイ GPS は GARMINN 社製

Geko201（以降 Geko201 と呼ぶ）と EMPEX 社製の

Mount mini FG-535（以降 Mount mini と呼ぶ）で図

―１に示される． 
 
 
 
 
 

 
   図―１Geko201  Mount mini 
 

ハンディ GPS 機器は扱いの手軽さが特徴であるが，

その反面，業務用の GPS 測量機器に比較して精度が落

ちる．ここでは，そのハンディ GPS の精度についてス

タテイック測量とハンデイ GPS による測量を行った．

その結果，約 1m～7m 程度の差異がみられ，13 点中

10 点が約 3m～5m の差異を示した．差異の平均値は

4.196m であった１）． 
 
3. 学内ビオトープ場付近の地形解析 

水平方向の精度については，数ｍ程度であり，正確

な座標を必要としない用途であれば，概ね問題ないと

いう結果を得たので，ハンディ GPS を用いて九共大ビ

オトープ内の小丘で測量を行い，地形解析を試みた．

Geko201 による測量においては，合計で 399 個，Mount 
mini で 589 点であった．ハンディ GPS を使った地形

解析結果から TIN デ―タを作成し，３次元の 3D モデ

ルの作成を行った．Mount mini から得たデータを TIN
データに変換し，３次元表示したものを図―２に示す．

また，RTK-GPS 測量から得たデータから作成した 3
次元モデルを図―３に示す． 

 
図―２ ３次元モデル（Mount mini ） 

 
図―３ ３次元モデル（RTK-GPS） 

 
ハンディGPSで取得した標高データから得られたTIN
データを用いた３次元モデルは，RTK-GPS を用いた場

合のモデルと比較して凹凸が激しく，正しい形を示し

ているとは言い難い．ビオトープ場は高低差が３～５
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ｍ程度で，ハンディ GPS でも高さのデータを得られる

が，隣り合う場所であっても数十センチ程度の誤差が

発生しているため，このような結果になったといえる．

しかし，Geko201 を使用した結果と Mount mini を使

用した結果を比較すると，Mount mini の方が，ある程

度の精度を持った実際の形状に近い形となった．これ

は，ビオトープ場内の固定基準点に標高を合わせて測

定した結果である． 
４・３ 大学周辺の折尾地区の地形解析 
2 種類のハンディ GPS を用いて，大学構内の狭いビ

オトープ場の小丘でも，ある程度の精度で 3 次元モデ

ルが作成できることが分かった．しかし，高低差 10ｍ
未満のところでは 3 次元モデルで表現しづらかったた

め，範囲を広げて数十 m の高低差がある大学周辺の折

尾地区の地形解析を試みた． 
 実施日時：平成 21 年 10 月 30 日，11 月 18 日，25

日，26 日，12 月 2 日，3 日 
 使用機器：mount mini ，Geko201 
 測定点 総計 1204 点(mount mini ) 

1234 点(Geko201) 
 mount mini の高さの固定基準点として大学グラ

ウンドを（標高 25m）標高データの補正に用いた．図

－４に mount mini による地形図の 3 次元モデルを示

す．また，ハンディ GPS による測量結果との比較のた

め，国土地理院発行の数値地図 50m メッシュ標高デー

タから作成した 3 次元モデルを図－５に示す．mount 
mini による地形図では，合計で 1204 個の点をとって

おり，ある程度地形の高低の変化は分かるが，図の西

側の地形に現れているように，川の横で低く平坦な地

形が一番標高が高い形状になってしまった．この原因

として，標高の補正や測定の方法に何らかの問題があ

ったのではないかと思われる． 
一方，Geko201 による地形図では，全体的に大幅な

ずれのあるおかしなデータはなく，地形図もある程度

の精度で表現できていると思われるが，mount mini と
比較すると，高低差の変化が小さく，mount mini によ

る測量結果の方が優位性があることが判明した． 
 

 
図－４ 3 次元モデル(mount mini ) 

 
図－５ 3 次元モデル（(数値地図 50m メッシュデータ) 
 
 ５．まとめ 
 今回，２つのハンデイ GPS を用いて，標高データに

ついて検証を行ったところ，狭い範囲で高低差のある

ビオトープ場の小丘においては誤差が大きく，よい結

果が得られなかった．一方，測量範囲が広い地形を測

量した結果，ハンディ GPS の持つ数 m の誤差を含ん

だ場合には，地形の概略について把握できる程度の精

度が得られることが分かった．また，気圧式高度計を

内蔵するGPSの方が測定基準点で標高を確認しておけ

ば，精度的に十分フイールドで使用できることが明ら

かとなった． 
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